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トピックス2 アスベストを現場で溶融処理するシステム
　天然鉱物であるアスベスト（石綿）は、古くか
ら建築資材として用いられていたが、飛散アスベ
ストの発がん性が判明して以来、建築物解体時の
処理が問題となっている。2006 年のアスベスト関
連諸法令改正により、規制対象となる石綿含有廃
棄物がアスベスト含有率 1% 以上から 0.1% 以上に
拡大され、処理の必要なアスベスト廃棄物量は今
後も増加する。しかし、集中処理施設が限られて
いるため、施設での無害化処理量は全体の約 1 割
にとどまり、残りの廃棄物は埋立処分されている。
　2011 年 5 月、（独）産業技術総合研究所は大成建
設（株）と共同で、アスベスト廃棄物を発生現場で
溶融処理するシステムを実証できたと発表した1）。
　アスベストを無害化するためには、1500℃ 程度
の高温で溶融し、結晶の結合と微細繊維状構造を
破壊する必要がある。従来の溶融処理装置では酸
素バーナーを用いており、アスベスト廃棄物破片
をまんべんなく溶融できるように溶融室全体を高
温に保持する必要があった。
　今回実証されたシステムは、廃棄物を粉砕・混
練・棒状に成形する技術と集光加熱技術を組み合
わせたもので、微小な空間でアスベストを溶融し
無害化できる。粉砕・添加剤混合・押出成形によっ
て得られたアスベスト成形棒を、炉内に下向きに
挿入し、先端部をハロゲンランプ光源と反射鏡を
用いた赤外線集光加熱することで、アスベストを
溶融し無害化する（図表）。成型棒を徐々に移動し
ていくと、成型棒全部が無害化される。実証実験
では、アスベストの中でも融点の高いクリソタイ
ルを含有する飛散性吹付材の溶融処理を行い、ア
スベストの微細繊維状構造を破壊できていること
を確認した。
　このシステムでは、微小な範囲のみが高温にな
るため、溶融室全体を加熱する従来方式に比べ大
幅なエネルギー節減になる。今後は、処理速度など
実用性向上のための諸試験が行われる予定である。
　このシステムは、小型トラックで運べるサイズ
であり、発生現場にて無害化処理ができるため、
アスベストの輸送過程が不要になる。集中処理施
設が遠い地域では特に有効である。現場での無害
化処理が容易になれば、困難になりつつある最終
処分場の用地確保の問題も軽減する。
　アスベスト廃棄物量は今後も増加することが見込まれている。（独）産業技術総合研究所と大成建設
（株）は、アスベスト廃棄物を粉砕・混練・棒状に押出成形する技術と集光加熱技術を組み合わせ、廃
棄物を発生現場で溶融処理できるシステムを実証したと発表した。このシステムでは微小範囲のみが
高温になるため、溶融室全体を加熱保持する従来方式に比べ大幅なエネルギー節減になる。また、小
型トラックで運べるサイズのシステムであるため、発生現場で無害化処理でき、廃棄物輸送過程が不
要になり、埋立処分場の用地確保の問題も軽減される。
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図表　アスベスト廃棄物の現場溶融処理システム
科学技術動向研究センターにて作成
